
Workday プロジェクト
Workday プロジェクトで、企業は事業の成功を左右する重要課題への集中力を高め

ることができます。人、リソース、業務統合エンタープライズ アプリケーション ス

イートと、これらの要素を連携させることで、チームやプロジェクトの成功要因およ

び社内における弱点や問題点を明らかにします。加えて、組織全体の効率向上につな

がる有効な方策を実施することができます。

Workday プロジェクトは、従来のボルトオン型のプロジェクト・業務管理システム

とは異なります。Workday ファイナンシャル マネジメント (財務管理)、Workday 

ヒューマン キャピタル マネジメント (HCM)、Workday 経費管理、Workday タイ

ム トラッキングとシームレスに統合されています。このため、プロジェクトのライ

フサイクル全体を通して、プロジェクト、タレント、オペレーション、収益性の計

画、追跡、分析などの管理業務を効率的に実施することができます。

Workday プロジェクトには、以下のメリットがあります。 

計画業務：
• 全プロジェクトに企業目標とイニシアチブとの一貫性を確保できます。

• プロダクト開発、プロジェクト、キャンペーン、クライアント サービスの提

供、グラントなどを含めた全タイプの業務をモデル化できます。

• 先進的なリソース予測の手法により、効率的にリソースを配分できます。

• 予算および予測値を確定できます。

• 業務計画をフェーズ、タスク、段階ごとに策定し、時間経過とともに進捗状

況を追跡できます。

リソース管理：
• Workday ヒューマン キャピタル マネジメント

の従業員プロファイル データとスキル プロファ

イルをシームレスに活用できます。

• 職務プロファイル、スキル、コンピテンシーな

どの特定の基準に基づいて、タレントを検索す

ることができます。

• 経験、資格条件を含む従業員のプロファイル情

報を、表示、比較できます。

• リソース プールの流動性の把握やフレキシブル

なファセット検索によって、リソースの配置を

自動化し、より効果的なリソース活用を推進できます。

主な機能とメリット

• プロジェクト タスクの計画および進捗管理

• リソース プール、ワークプラン、プロジェクト 

ヒエラルキーの活用

• Microsoft Project などの外部プロジェク

ト システムと統合可能

• 企業や業務内容に合わせたビジネス プロ

セス ワークフローの設定

• 戦略的目標に沿ったワークフォースおよびリ

ソースの運用

• 予算に対する支出全体 (賃金、経費、調達) 

の記録

• プロジェクトのマイルストーンに基づいた

顧客への請求および収益の把握

• 完了した業務の品質評価

• 目標整合性、達成状況、今後の可能性に関

するインサイトをエグゼクティブに提供

• 実際の人件費とその影響を業績に結び付

けて提示
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• 適任で配置可能な社員および業務委託先を、プロジェク

トや業務チームに配属できます。

• 休暇、業務スケジュールを確認し、適切なプロジェクト

遂行の範囲を確保できます。

費用と進捗のモニタリング：
• Workday タイム トラッキングにより、外勤の従業員の

勤怠を記録できます。

• 請求可能な時間および請求不可能な時間に対する賃金率

を記録できます。

• Workday 経費管理および Workday 調達管理により、

プロジェクトや業務に関する発注と支出を把握 

できます。

• プロジェクトごとに週間リソース予測が可能になり、 

プロジェクトの予算管理に利用できます。

• プロジェクトおよび業務の進捗状況に合わせて、計画し

た予算に対する現在の総支出を表示します。

• プロジェクト、業務計画、予算、従業員の職務を、必要

に応じて事前に修正可能です。

業務の結果分析：
• ダッシュボード ワークレットにより、キー イニシアチブ

とプロジェクトの現在の状態をひと目で確認できます。

• 通知トリガを設定することにより、特定条件またはしき

い値が満たされたことを知ることができます。

• 完了したプロジェクトや業務の質を評価します。

• 実際の業務結果に基づいて、従業員のパフォーマンス報

酬および能力開発計画を決定することができます。

• 成果を活用することで、将来におけるプロセスの改善方

法に関するインサイトを得ることができます。

Workday プロジェクトは、独立型のプロジェクト管理システム

にない一貫性、実行性、そして成果をあげることができます。

これにより、組織の生産性を引き上げ、従業員のモチベーショ

ンを向上させ、ビジネスリーダーの実績を引き上げることがで

きます。

http://workday.co.jp

